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錨2-4-車

議

撃

に

よ

る

田

吾

妻

量

一

襲

警

4
同
3
8に
薫

表

、

4
間
同
騒
が
霊
堂
怠
り

ま
す
。
舎
窃
の
繁
務
会
穏
健
滋
品
輸
か
ら
、
滋
擁
立
市
・
沼
南
窃
遺
骨
絞
め
双
数
M
M
f
議

場
A

て

2-gに
お

り
ま
し
だ
。
皆
さ
ん
の
銭
綴
総

1
擦
を
無
訟
門
L
す
る
こ
と
砂
く
、
よ
く
然
、
よ
く
鱈
君
、
よ
く
寝
耳
A

て輪開

絞
に
私
記
ち
の
唖
慾
沌
被
疑
問
院
し
て
く
れ
る
人
表
選
び
恋
し
よ
う
。
日
鴎
い
ム
口
huせ
選
挙
瞥
穫
祭
銭
会
設

識
せ
附
選
挙
区
の
定
数
、

V
投
面
購
読
加
賀
市
培
券
投
開
愉
併
制
限
緩
券
は

ハ
力
キ

(
Z伎
で
お
れ
分
切
で
郵
送
し

て
い
み
ゆ
か
寸
。
校
純
一
恥
日
ま
で
に
届
か
な
か

っ
た
均
、
粉
本
ん
し
た
方
は
、
投
票
所
的

V
検
察
の
で
き
る
方

mm
何
M
M
年
4
M
月
州
開
封
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
り
州
都
線
縁

日
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

H
r、
間
利
引
が
な
く
て
も
選
挙
人
然
知
仰
に
絞
絞
さ
れ

年
l
H
け
2
R
M
M
織
に
紙
人
脱
出
を
、
ず
れ
て
い
る
お
は
投
判
明
で
き
ま
す

き
続
き
本
年
4
Hけ
2nη
ま
て
市
内
に
住

時
凶
作
γ

ず

ιん
な
れ
ん
し
、
半
年
1
L川
盛

田

、

期

事

で

投

票

で

き

え
れ
川
小
守
主
下
誌
に
県
内
か
り
松
山
砧
い
お
は
不
在
者
投
験
後

g
し
夫
↑
々
は
前
住
所
触
の
市
部
川
竹
内
鴻

学
人
名
為
い
い
笠
ね
〈
淡
革
命
中
が
い
い
、
投
票
日
い
司
会
役
的
弱
娘
、
出
品
明
記
人
記
、

転
出
し
と
か
抹
消
す
べ
き
山
間
R
か
点
本
な
紘
一
円
、
病
人
約
絞
殺
な
い
と
や
む
や
件
な

い
お

ρ

怒
れ
て
い
れ
ば
、
我
孫
子
市
長
い
お
似
て
除
機
て
き
な
い
お
は
、
不
配

的
数
付
す
る
居
住
説
明
4
n
H
(

賊
料
℃
市
教
校
側
れ
が
で
き
ま
す
し

代判州市
F
u
n
て
発
行
し
ま
す

d

A

ぞ
件
付
枇

v

w

v
蜘州問削

4
月
3
日
か

H
4
Hり
日
民
家

主
'
る
こ
と
に
よ
け
ん
間
付
仕
掛
端
む
投
票
カ
て

で
さ
ま
す
〈

k
k仁
、
湖
町
内
向
住
一
附

V
時
期
毎
日

γ前
向
時
的
分
か
h
午

問
問
転
も
…
間
以
り
で
す
め
て
ご
生
江
主
く

た
さ
い

v

い
訂

L
〈
は
‘
」
泣
苧
伊
M
m担
安

い
民
会
へ
お
問
問
い
合
せ
く
だ
冬
い

2
名
に

V
持

参

す

る

も

の

(

総

印

)

投
票
所
轄
機
構
ザ
内
線
滋
き
収
て
い
る
万
)

を
お
持
九
〈
幻
き
い

Q

4
可
不
義
者
投
票
所

候
構
者
の
氏
名

は
ハ
ツ
キ
リ
と

い
つ
の
凌
宇
て
も
、

、福

は
L
た
い
か
投
祭
し
た
方
的
若
定
義
く
み

と
る
?
-
と
が
で
与
な
い
た
め
い
総
効
に

な
る
も
の
ふ
刀
ゃ
な
く
品
り
ま
せ
ん

λ

校
川
県
討
に
は
、
偽
情
渋
記
載
ム
円
に
候
補

絞
め
氏
名
が
刑
判
不
き
れ
て
い
ま
す
仰
で
チ
が
不
良
出
で
あ
っ
た
り
、
文
字
的

よ
〈
一
性
的
て
、
投
票
用
法
約
一
市
総
制
に
お
け
な
い
与
は
、
投
娯
断
の
ぬ
鋭
い
い
問
中

八

y
斗
ペ
リ
記
純
し
て
く
れ
μ
M
沿
い
し
出
れ
ば
代
療
で
校
総
か
で
き
ま
す
e

企
む
役
軍
別
紙
に
は
、
検
鴻
話
内
投
票
的
向
け
や
什
M
M
帥
問
日
目
山
刷
れ
る
心
日
出
辻

氏

名

め

縫

い

い

余

分

な

一

}

と

を

一

記

載

す

る

安

υし
て
申
し

と
い
熱
均
七
会
る
F

h

と
が
あ
り
ま
す
勺

3
月
定
例
会
開
か
れ
る

新
年
度
子
同
日
努
A

む
と
を
議
議
す
る
m
m

に
山
沿
っ
く
ま
ち
り
く
り
…
の
も
中
市
川
口
口

和
町
年
続
1
泌
が
滋
安
定
例
会
か
、

3
4
J
+市
絞
取
り
捌
み
へ
の
込
本
レ
一
仁
山

内
リ
い
刊
は
均
九
時
ば
ま
て
め
戸
い
い
日
間
的
F
K
M
M
九
に
丸
山
知
カ
間
内
ら
れ
る
仏
町
一
-
一
誌
の
渓
山
崎
ヰ
一

糊
却
で
問
問
ほ
さ
れ
ま

L
た

i
…
て
い
く
決
吾
を
表
明
し
芝
一

L
K

日
就
任
後
初
内
て
の
議
会
心
的
納
ん
た
大
今
凶
は
、
市
長
同
州
じ
u
t
f
、
明
め
は
は

い
什
市
長
辻
、
門
口
品
川
、
市
川
川
辺
滋
心
絡
ず
全
丈
と
民
時
に
げ
は
わ
れ
た
ぬ
引
け
長
け
H

る
間
れ
と
、
鈴
午
絞
め
怖
い
消
幻
ベ
出
納
を
会
役
び
水
滋
事
業
内
総
持
ん
討
を
咳
約

出
べ
金
上
た
こ
川
山
中
て
市
長
は
、
一
平
と
て
治
介

L
ま
す
一
三
会
も
出
火
ノ
山
一

刊
で
ぺ
祉
会
ご
絞
殺
主
同
州
境
つ
く
り
…
勺
本
主
お
、
新
特
攻

f
立
主
存
は
仁
内
九

i
f
…
休
刊
と
日
出
ね
の
あ
る
'Hり
リ
ふ
し
た
俊
治
燃
す
る
均
議
主
に
つ
い
亡
は
、

っ
く
リ
ヘ
教
育
‘
文
化
u
M
梢
祉
が
ふ
れ
治
知
ら
そ
し
ま
ナ

R

議
警品指

川
町
州
で
く
犬
父
、
い
ル

ま
た
討
の
ヂ
zHお
な
や
々
は
、

組
曲
と
引
士
用
的
投
ぷ
消
滅
を
附
附
設
し
て

み
り
ま
ナ
的
で
山
引
い
れ
て
く
九
九
さ
い
〉

く蚕5面〉
j 程鰯様替d~!

4持野田{罰}
帯韓関前適D

あ
佐
駅
前
例
漁
り
2
0
0

は
し
て
銭
円
。
邸
新
緑
ま
つ
り
を
鰯
儀
。

畿
の
や
わ
ら
か
な
包
を
浴
び
な
が
ら
、
食

べ
て
遊
ん
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
獲
し
い
1
Bを。
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所信表明から

主義706務

東
京
よ
り
総
力
的
。

ホ
ッ
と
タ
ウ
ン
我
嘉
子

市
川
市
民
め
災
誌
に
応
え
る
)
へ
く
、
ボ
ぺ
山
台
心
・
と
す
る
生
き
ネ
き
と
し

た
は
け
ゆ
え
み
の
あ
る
h
H
み
よ
い
ま
ち
勺
く
り
A

知
町
、
務
総
上
、
選
挙
合
的

吋
予
知
て
安
全
で
健
康
な
一
時
域
っ
く
り
「
本
と
は
と
活
力

の
あ
辛
口
立
し
た
生
活
滋
づ
く
り
い

1

教
育
・
文

化
・
悩
乱
ぬ
か
生
活
仁
志
勺
く
ま
ち
ウ
く
り
の

3

本
伎
を
点
政
~
め
車
η
巡
ん
の
第
十
ふ
と
し
、
市

川
ん
い
い
仏
民
地
い
か
山
川
ら
れ
る
抱
取
の
境
問
問
i
f

そ
し
て
ま
い

り
ま
す
w
m
w
M
主
ャ
辿
じ
市
駅
付
今
日
位
ド
訴
え
て
ま
ハ

り
ま

L
た
よ
う
に
、
バ
削
門
前
九
、
前
進
的
市
政
ヘ
の

転
換
を
悶
リ
取
が
よ
け
削
唱
力
的
な
ふ
…
勺
と
タ
ウ

/
花
戸
川
J
T
」
を
防
衛
ル
家
?
ぷ
引
い
恥
よ
リ
魅
力

的
」
と
は
ぞ
い
カ
ム
ゐ
伏
線
寸
法
い

1

川
村
胞
を
一
行

っ
た
我
山
同
rγ
土

中

之

、

心

打

か

よ

い

我

哨
郁
子
計
二
三
僚
や
ι
1
0
L丹
、

J
'
…

2
一

4

J

一

;

的

計
官
級
合
こ
の
よ
吋
勺
ey

に
定
的
久
松
山
根
域
に
は
包
準

日
制
カ
い
り
山
問
え
て
い
た
円
人
定
時
妥
を
上
ぬ
と
い
、

ル
十
俗
的
町
中
に
と
け
?
九
万
点
枚
、
を
校
総
し
ゃ

カ
て
却
子
。
山
川
投
句
ヘ
め
昨
山
崎
代

L
役
と

vt一
的
使

命
を
一
来
す
べ
く
叩
品
川
授
を
い
ト
人
し
た
か
じ
り
て
す

本
と
練
と
活
力
の
あ
る

自
立
し
た
生
活
圏
づ
く
り

川
議
、
工
業
、
民
主
、
サ
j

k
ス
必
向
、
山
内
向
笠
れ
わ
る
主
一
組
系
ノ
ト
げ

砂
市
内
総
級
品
川
?
?
と
れ
た
発
裂
の
た
比
引
に
、
ク
m
w
泌
総
…
般
に
よ
る
ま
ま
ち
円
以
内
化

中
小
食
欲
川
川
地
約
挫
設
あ
る
い
は
街
活
必
均
と
協
力
し
と
お
γ
目
出

4
4カ
ナ

業
伝
雌
J

に
山
山
手
ワ
ゐ
限
り
め
引
い
抱
渋
を
ま
ち
ν
ヘ
ム
円
一
氏
本
佼
的
都
市
計
問
、
と
上
地

り
、
設
誌
の
川
町
代
化
町
域
一
応
食
会
窪
仏
付
制
刊
明
市
計
幽
ゐ
内
1
ゑ
に
山
間
ム
止
す
や
と
要
が

町
長
刷
、
そ
し
て
川
地
域
内
浴
演
を
は
じ
わ
り
ま
す

し

日

L
出
ん
ご
あ
り
吃
十

448 

主
な
建
設
工
議

ト
山
口
引
い
い
い

3
地
;
本
ん
…
点
下
却

し
治
生
を
川
町
総
出
刊
行
ん
ね
ホ
以

内
約
半
分
そ
山
地
v
p
本
て
ま
か
な
ノ
て

い
家
す
か
、
続
投
て
は
よ
ホ
か
h
t
世

し
だ
っ
し
て
利
則
針
の
お
か

ι目

減
業
活
動
以
力
ル
人
H

れ
て
い
き
治
を
い
た

T
J
ニ
と
も
て
で
も
会
全

L
た

一

事

輔

の

拍

率

北

、

省

力

化

的

た

め

、

臼

年

庄

一

ま

す

そ

の

h

L

m

ペ

ホ

波

山

内

向

j
z
地
ー

か
ら
珪
理
、
予
算
出
冨
醐
雄
氏
管
制
崎
線
で
州
問
問
嶋

機
水
錆
生
に
対
応

急
速
あ
場
施
設
を
建
設

的
問
一
一
肌
化
と
い
う
宇
佐
へ
の
域
災
れ
対

応
て

ιhり
ま
す
連
日
付
通
一
小
川
へ
の
人

れ
小
川
似
際
t
p
γ

た
数
抑
制
約
状
況
打

ιa三
一

勺
全
労
々
見
込
勺
討
究
主
三
三
行
主

t
z
d
a
4
9令

Y
い

a
h
r
r
t
J一l
υ

生
時
四
切

手
賀
沼
を
め
ぐ
る

新

た

な

構

想お
2

之、

消
3
市
川
山
、
千
刊
日
泌
を
め
ぐ
る
お
市

計
例
タ
給
た
い
は
協
相
川
手
る
こ
と
で
、
特

に
州
問
機
十
る
川
州
市
間
際
y
}

連
動
し
た
郎
市

主
選
議
蓄

E
Z室
長
、
支
ァ
T
Z主
主
5
か
年

寄

害

者

本

耳

己

主

計

十

尚

一

毒

殺

も

紛

リ

人

れ

た

、

ま

*
仁
川
円
仁
富
む
市
開
山
本
山
以
内
総
中
山
山
川
町
内
を
決

抗
2
山
は
、
人
事
的
漁
村
議
所
へ
の
定
}
て
い
く
与
え
て
寸
ふ

制
札
前
と
、
叩
閉
山
一
加
機
械
情
め
門
誌
点
し
で
す
よ
れ
に
よ
コ
て
、
付
J
L

ク
リ
ン
ク
ロ

市
政
を
よ
り
活
性
化
す
る

i
J
r一
け
ハ
ト
や
ア
ラ
ノ
/
透
明
時
な
ど
て
ネ
ソ

m
n
u
M
不
況
に
よ
る
則
炊
け

i
ク
し
た
文
化
は
施
設
‘
主
人
総
社
総

当
刻
前
説
題
と
そ

指
令
得
的
建
設
か
あ
り
ま
す

川
汎
点
叫
以
悩
、
主
体
と
じ
る
る
い
弟
、
‘
u
h
f↓

タ
タ
!
ι
m
Y
M
札
の
た
め
の
お
長
会

科
技
な
か
を
め
州
間
以
ッ
与

1

1
1不
出
吋
か
ら
サ
妓

Ld%木
市

へ
の
絞
ル
!
!
ぬ
放
の
た
め
関

係
機
約
ヘ
封
く
夜
的
!
、
判
代
将

子
山
肌
夜
北
区
則
級
副
州
市
計
絞
iμ

山山

当
面
の
課
題

ま
二
、
、
本
市
2
0
0
年
の
ふ
八
…

叫
川
正
、
ふ
ふ
し
た
い
考
え
で
あ
づ
ま
「
、
一

ま
れ
心
、
や
争
点
以
発
技
法
剥
に
あ
一

る
た
め
品
川
同
事
務
事
業
一
ー
か
間
一

総
多
織
化
、
ぺ
採
に
註
的
に

L
一

場
加
付
制
向
い
い
あ
り
ま
す
よ
刀
、
一
日
一

与
の
ね
神
を
尊
治
し
、
計
鋭
的
一

ー
か
っ
公
正
に
効
引
や
め
な
り
川
削
減

山
地
悼
を
は
一
一

J



わ
か
絞
め
~
片
山
鈴
化
、
倍
以
日
比
、
日
間
浴
械
は
鴻
伐
を
1

り
f
d
刀
り
教
た
け
打
此

化
、
成
品
料
伐
と
こ
の
社
会
問
吋
印
刷

ν

内
件
以
航
、
に
野
山
川
ま
す

日
U
U
U
十
弓
九
日
ぺ
学
校
教
務

か
て
も
批
判
句
叫
に
お
け
る
や
い
門
教
育
教
符
め
廷
内
総
絞
め
、

F
Eも
2
人

へ
め
総
絞
め
依
存
、
持
に
学
怒
社
会
口
三
り
か
…
符
ツ
数
料
H
r

「
ヘ
烈
々

の
叫
判
官
官
川
付
、
現
伐
の
学
校
に
お
け
る
内
何
事
泳
法
…
い
い
ん
与
し
た
適
切
な

y
料品川

ぷ
淡
々
を
中
U

と
す
る
学
力
め
点
付
制
側
、
符

$
4泌
総
地
げ
を
一
行
い
ま
1

U

7

注
~
一
一
地
γ
〈
川
内
止
仁
、

は
は
告
に
お
け
る
学
夜
中
心
の
泌
総
を
数
料
相

H
カ
F
と
ら
め
い
総
力
、
約
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